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　10月23日に刈谷で行われた職業奉
仕委員長会議に参加させていただきま
した。この会議では、前半に事例発表
があり、後半はグループに分かれて自
分自身の職業奉仕を振り返るディス

カッションを行いました。全てのロータリアンの仕事は
人の役に立ち、価値あるものです。人の役に立つ仕事を
通して利益を上げ、その利益の一部をロータリアンの奉
仕活動に財源として提供させていただくということを学
びました。

委員会報告 中根 研一 職業奉仕委員長

　1917年にアトランタで開催された
第８回ロータリー年次大会で、アーチ 
Ｃ. クランフ会長が「世界でよいこと
をするための基金」の設置の提案をし
ました。その１ヶ月後に寄せられた

26ドル50セントの最初の寄付が、全世界で多くの人の
人生を変えるべく財団に発展しました。
　ロータリーは私たちの会費で運営されていますが、
ロータリー財団は私たちからの寄付のみで運営、活動さ
れています。私たちの寄付が世界でよいことをするため
に毎年様々な方面で使用されています。
　具体的に私たちの寄付がどの様に活かされているの
か、国際ロータリーの最優先事項であり、支出の一番大
きいポリオプラスについてお話しいたします。ロータリー
がポリオの根絶を目標に定めた時には、目標の達成は夢
物語だと思われていました。しかし、1985年からポリオ
プラスプログラムを開始し、1988年にはWHOと共に世界
根絶推進運動を立ち上げ、ポリオのない世界のために先
頭に立って活動してきました。こうした活動が実を結
び、1988年には35万人いた感染者は激減しました。2024
年１月１日から９月26日までの発症数は、パキスタン21
名、アフガニスタン19名の合計40名となっています。
　次に、財団の補助金プログラムについてお話ししま
す。私たちからの寄付を財源に、どの様に奉仕活動に活
かすのかというと、「シェアーシステム」というスキー
ムによって、補助金として世界中で活用できるように
なっています。財源は３年前の年次寄付金と、恒久基金
の運用益の一部です。寄付したお金が戻ってくるのでは
なく、「使う権利がある」と理解することが大切です。
　地区補助金は、１ロータリー年度につき一回、地区で一
括して本部に申請を行います。承認されるためのポイン
トは、ロータリー財団の使命に沿っていて、クラブのメン
バーが積極的に参加することです。承認されれば地区に
一括して補助金が入金され、クラブに振り込まれます。
　一方グローバル補助金は、ロータリーの重点７分野に
則した人道的プロジェクト、職業研修チーム、奨学生に
使用することができ、いつでも申請可能です。
　昨年の私たちの寄付は、様々な奉仕プロジェクトに活
かされました。その中で、2760地区の地区財団活動資
金の利用状況は、地区補助金が69件実施で18万8209ド
ル、グローバル補助金は５件実施で、内訳は人道プロ
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ロータリー財団月間にちなんで
「ロータリー財団を学ぼう」

ロータリー財団委員会担当

ジェクト１件で４万ドル、職業研修チーム（VTT）１件
で２万1500ドル、奨学生３件で９万7500ドルでした。
VTTとは、専門家チームを海外に派遣したり、国内に招
へいして研修を行います。職業奉仕事業であり、国際奉
仕事業でもあるVTT は人道的ニーズに取り組みます。
　続いて、財団の資金についてです。ロータリーには世
界中の地域社会に奉仕してきた100年以上の歴史があり
ます。支援を必要とする人々のために、これからもロー
タリーが世界でよいことを行っていくためには、私たち
からの寄付が欠かせません。昨年度の地区と当クラブの
寄付実績を見てみると、年次基金、ポリオプラス基金は
共に目標達成できています。
　恒久基金への寄付は変化をもたらすロータリーのプロ
グラムのために安定した資金を提供し、長期的に活動を
支える力となります。恒久基金は投資され、元金が支出
されることなく利用可能な収益の一部がロータリー財団
のプログラムを支えているというものです。2013-14年
度以降、投資収益率は約６％となっており、恒久基金へ
の寄付は時の経過と共に更に多くの資金を提供できるよ
うになる可能性を秘めています。私たちもこの機会に恒
久基金について理解し、支援を行っていきましょう。
　私たちが行った寄付に対して様々な認証の機会が設け
られています。特に、当地区でも積極的に推進されてい
るのが、ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）とポリオ
プラス・ソサエティ（PPS）です。当クラブは、現在
PHSに３名、PPSに14名が入会されています。本年度の
地区目標は、PHSが新規１名以上増加、PPSが６名以上
となっています。PPSは既に基準達成をしていますが、
PHSは新たに一人でも多くの方に加入していただきたい
と思うので、ご協力の程よろしくお願いいたします。
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■福井敬Ｒ財団委員長の卓話を楽しみにしております
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■地区職業奉仕委員会の報告をさせていただきました
　中根 研一 職業奉仕委員長
■年末家族会のＰＲをさせていただきました
　山本 勘司 親睦活動委員長
■本日卓話を担当させていただきます
　福井 敬 Ｒ財団委員長
■福井財団委員長の卓話を楽しみにしております
　石黒 功 会員　髙山 景一 地区Ｒ財団委員長　
　松坂 良太 会員　山本 光伸 会員　久保田 充三 会員
■10月30日、秋の園遊会で宮内庁大膳課から、ＢＢＱ要
員に抜擢されました。良い勉強になりました
　鈴木 良昌 会員
■「おでんしゃ」の試乗会にお招きいただきました。豊橋
鉄道様100周年おめでとうございます
　髙須 博久　冨田 佳央　各会員
■お誕生日お祝いの時、お名前の再確認に努めます
　青木 良浩 幹事
■11月10日は、市議会議員補欠選挙です。地区大会なの
で、期日前投票をお願いいたします
　鈴木 良昌 会員　　　　　　　　　　　　　　（順不同)

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内

井口 貴嗣 ニコニコ委員ニコニコBOX

写真の閲覧はこちらから▶

１．ガバナーノミニー・デジグネート（2027-28年度ガバ
ナー）選出の報告が届きました。

　　　稲沢ＲＣ　小島 洋一 氏
２．ガバナー事務所より、ガバナー公式訪問のお礼状が届き

ました。
３．例会終了後に４階グリーンルームにて理事会を開催します。

幹事報告 青木 良浩 幹事

ございません。

会長報告

清田 利也 会員（11月13日）

お誕生日おめでとうございます

長濱 貴彦 出席委員長出席報告
当日出席者 68名
総会員数 109名

計算会員数　97名中29名欠席
出席率  70.10%

ソングリーダー 山本 光伸 会員歌
「君が代」「奉仕の理想」

本日のゲスト
ブレンテグシ・エンフバヤスガラン さん

　先週の３連休は、テレビの番組が終わる度に「ミステ
リーもの」や「サスペンスもの」のドラマを探して観て
いました。これまであまり考えもしなかったのですが、
この両者のジャンルには明確な違いがあるようです。
　ミステリーは「犯人やトリックの謎解きをしていく作
品」のことで、英語の「mystery」に由来していて、意
味は「神秘的、不可解、謎」などになります。犯人が最
後まで分からなかったり、殺人のトリックがラストに解
決されたり、読者に向けて仕掛けられる「叙述トリッ
ク」が使われる作品もミステリーに分類されます。名探
偵が活躍する「推理小説」も広くはミステリー作品で
す。「謎」に対するドキドキワクワク感を楽しむのがミ
ステリーで、ラストの「どんでん返し」が魅力です。
　サスペンスは「見る人に犯人や真相が明かされてい
て、解決までの緊張感や不安感を楽しむ作品」のことで
す。これも英語の「suspense」に由来していて、意味
は「不安、気がかり、はらはらする状態」などになりま
す。視聴者や読者が犯人を分かっていて、「犯人をいか
にして追い詰めていくか」、「主人公はその過程でどん
な恐怖や緊張感を味わうか」などをハラハラしながら楽
しむ作品がサスペンスです。
　「犯人捜しを楽しむのがミステリー。犯人が分かって
いて、主人公が犯人をどう追い詰めていくか物語を楽し
むのがサスペンス」とサスペンスドラマの帝王の船越英
一郎さんは言っています。この２つは混同してしまいが
ちで、作品によっては線引きが難しいものがあるのも事
実です。「サスペンス色の強いミステリー」や、「ミス
テリー要素が入ったサスペンス」等の作品はたくさん存
在するので、ジャンルにこだわらず、様々な作品を純粋
に楽しんでいこうと思います。

紅林 友昭 会長会長挨拶

11月14日（木）卓話「自動車運転中の『ながらスマホ』の危険性の実験検証

例会予定

次回のプログラム

●11月21日（木）ＴＥＣの報告会（夜間）
●11月28日（木）休会
●12月５日（木）年次総会・ラックペンディング村訪問報告会

　今年度の年末家族会は12月12日に開
催いたします。テーマは「HARMONIC 
NIGHT 極上のお料理 そして音楽が織
りなすハーモニー」です。会の前半に
はお食事の時間を設け、後半にはバイ

オリン奏者の古澤巖様とベルリン・フィルハーモニック
ストリングスの５名の方をお招きして、弦楽６重奏を演
奏していただきます。是非ご家族の方とご一緒に参加し
ていただきたいと思います。

年末家族会のご案内 山本 勘司 親睦活動委員長

　11月９日（土）、紅林会長はじめ10人の会員（と、
家族２人）が、黄色いベストを着用・木を切る道具を持
参して東陽地区市民館グラウンドに集合しました。あい
さつの後、秋らしい好天の下でおよそ１時間ほど樹木の
枝打ちに汗を流しました。来年の初夏にホタルの乱舞を
見るのが楽しみです。

朝倉川植樹メンテナンス大会に参加しました
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